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地区委員会だより

令和4年3月 発行

町田市青少年健全育成

南第三地区委員会

会長 東 格子
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南第三地区委員会の大きな役割
くど う

町田市立南第二小学校 校長 :工藤

日頃より青少年の健全育成について並皮ならぬご尽力をいただいておりますことに、

子供たちを育成する学校を代表 して感謝申 し上げます。

さて、「胎児はどうやって形作られてい<のか」について、こんな話があります。

ある細胞が「脳になりたい」と声を上げる。すると隣の細胞が「だつたら僕はlb臓の細胞になる」と。さらに

隣は「骨の細胞に」。こうした話し合いで互いの役害」が決められていくと言います。仮に、話し合っている最

中の細胞の固まりをバラバラにすると、コミュニケーションが取れな<なつた細胞たちは自らの役害」を見失

い、ほとんどが死に絶えてしまうのだそうです。これは何も細胞レベルに止まりません。―個の人間にとって

も同様なことが言えるのではないでしょうか。それは、コロす禍で孤立化が進む中、青少年にかかるス トレス

は東日本大震災時に匹敵すると指摘する心理学者がいることからも推し量ることができます。

ところで、青少年一人―人にはそれぞれより良い未来を倉」つていく大きな役害」があり讀す。互いに社会の一

員として責任ある立場で自己実現を図ってい<こ とで、さらに可能性を伸ばしていきます。しかし、あらゆる

ものの可能性は他者との関係性の中でこそ、現実のカヘと発揮されていくものです。

人間関係の希薄さが指摘される昨今、コロナ禍が拍車をかけている状況です。だからこそ、改めて人と人と

が信頼と絆によってしっかりと結ばれたIb豊かな社会づ<りを進めていくことが求められています。その中心

的役害」を果たすのが、南第三地区委員会の組織と活動であると思い讀す。今後ともどうぞよろしくお願いいた

します。
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変革期をむかえる南中学校

町田市立南中学校 副校長

げんいち
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2021年 4月 に南中学校に着任して以来、 1年が経とうとしています。学校では

新型コロすウイルス感染症の対策が続いており、学校行事の中止や日程変更を迫られたり、

部活動の停止等を余儀な<されたりと、十分に満足がい<教育活動ができませんでした。

それでも、制限がある中で何ができるかを教職員と生徒が一緒に考え、できることを精―杯取り組んできまし  |
た。

南中学校は、いま変革期にあると思います。厳しい生活指導を基にして校内の規律を重んじるこれまでの体  |
制から、生徒が自ら主体的に考えて積極的に行動していく新しい体制に移りつつあります。南中学校の歴史の  |
中で育まれたよき伝統を守りつつ、新しい時代を豊かに生きる生徒の育成に努めていきたいと考えています。  |

さしあたって、生徒からの声を反映させて、次年度より標準服の改定を行う予定です。男女の区別による指  |
定をな<すことや、夏季に紺色のポロシャツの着用を認めることが主な改定内容です。今後も生徒会を中lth」lに

学校のさまざまな課題について議論し、学校生活をよりよいものにしていく活動の機会を生徒たちに提供して

いくことを重視していきます。

南第三地区委員会の皆様には、日頃から生徒をあたたかく見守つていただき、大変感謝しております。今後

は、校舎改築により近隣小学校と南中学校が同居してい<計画が進んでい<こ とにより、地上或との連携が一層

必要になる場面が増えることになります。ますますのご支援、ご協力をよろしくお願いします。
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新型コロナウイルス感染防止への対応が難し<、 地区委員会の行事は今年度もほとん

ど中止せざるを得ませんでした。その中でも、昨年は有志で実施した「登校時見守り」を、

lS」 年のように委員全員で実施することにしました。全員にお渡しできるだけの旗を準備

し、毎月 1回予定日を決めて当番表を作成し、ご自宅に近い立哺ポイントでの見守りを

していただきました。朝の忙しい時間帯のご協力、ありがとうございました。

=塚交差点付近

信号無視の自転車が多い。歩道も狭いので
要注意 !      ‐

南橋交差点付近

歩道が狭く、駅方向へ向かう自転車が急‐い

でいて危険。

杉山神社に抜ける道に進入する薫からは、

横断する子どもたち|の姿が見えづらいかも
しれない。     | ‐

鈴木歯科医院前 ‐

踏切からくる車と、町田.街道から<る車が

ひっきりなしに通過:中型 トラッークも多い。

踏切に行く車が、ウインカ=を出さず、ス

ピードも緩めないため、かなり危険:

高校生の自転車も■時停止せず危ないが、
現在は時差登校にようて、子どもたちの通
学時間と重ならなくなつている。

第6都営7号棟前横断歩道

交通量が多く、車のスピードも出ている。

保育園への送りで急ぐ白転車も多い。

こうりん保育園側から来る車が、停止線を

越えて止まり、確認している。冬場は日の

出が遅く、確認時にまざしいようだ:

||‐ ■ | ‐        すいたんたん前から南橋にかけて    ‐

道が狭く、緩いカープが続き、1横断する子どもたちから車の状況が見えにくいポイントが多い。
車の往来は多く、すいたんたん前や南橋の信号が青になると、どつと車が流れてくる。

横断者に配慮する車がはとんどでt立哺への協力も以前よりよくなつた。とはいえ、携帯をいじり

ながら運転をしたり、スピニ ドを出したりする車もいる。


